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南奄西海丘における熱水噴出孔生物群集の観察-n
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知之 寸:

198R年以来，中郡沖縄トラフに位置する南奄西海丘における愍水活勤とそれに伴

う生物群桑の跼亶が継続されている。1991年には，崩奄西海丘のＣ凹地と称する凹

地において，極めて活動的な熱水現象とシ冫カイヒyjリガイ類を優占酋とする熱水

咄出孔生物種群集を発見した。

廟竃西海丘の熟水噴出孔生物群集を柵成する生物は，小笠原の海髟海山，マリア

ナ背弧海盆，北７４ジー海盆。ラウ海盆の熱水喰畠・,癨物群集や枢侠湾の冷水湧出

書生物群集と高次分類レベルで類似性が認められる。南奄西海丘の生勧群集と西太

平洋における他の同様な生勧・ 搨との闡にｌ ，1,(X)Okmを趨すギ。ツブと琉球淘溝

や琉球鳥弧が存在するのにもかかわらず，そこ|こ棲息する生働相互の移入の可能哇

がありそうである。

Observation  of Hydrothermal  Vent  Communities  at the Minami-Ensei  Knoll - II

Jun HASHIMOTO"  Katsunori FUJIKURA  *4

Suguru OllTA*1 Tomoyulu  M1URA"

Since  1988, surveys  of  deep-sea  biological communities  associated  with

hydro  ther.maliem have  been  continued  at the Minami-Ensei  Knoll  located

in  mid-Okinawa  Trough  in  1991. extreme  active hydrotherma)  vents  and

chemosynthetic  based  communities  dominated  by  deep*sea  mussels  were

discovered  froma  depression, so-called depression  C. on the western  slope  of

the  Knoll

Preliminary  comoarison  showed  relatively high  simiiahties  of  benthic

fauna  among  the hydrothermal  vent communities  ot the Minami-Ensei  Knoll,

the  Kaikata  Seamount,  Mariana  Back ≫Arc Basin,  North  Fiji Basin  and

Lau  Basin,and  cold seep  communities  of Sagami  Bay.  There  may  be  con-

siderable  interchange among  the Minami-Ensei  Knoll  communities  and other
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chemosynthesis-based  communities  in the western  Pacific despite the l.OOOten

distance  separating  these communities  and  the existence of ftyukyu  Trcnch

and  Ryukyu  Arc.

１　 は じめ に

1985 年 に 相 模 湾 初 鳥沖 の1,150m 海 域 に お い て

シロ ウ リガ イ （Ｃα1即 Ｘｏｇｓ ａ ｓり ｏαe） を 優 占 種

とす る 冷 水 湧 出 帯 生 物 群 集 が 発 見 さ れ て 以 来

（Ok ｕtａｎｉ and Ｅｇａｗａ， 1985 ）， 化 学 合成 細 蔔 を

基 礎生 産 者 とす る熟水 噴出 現 象 や冷水 湧 出 現象 に

伴 う深 海 生 物群 築 が ，我 が国 周 辺の テク トニ ック

に 活動 的 な 淬海底 か ら続々 と報 告さ れ て いる （橋

本 ほ か,  1988a ； 橋 本 ほ か,  1988b ； Ｂａshjmot 。

and Ｈｃrjkoshl ，1989b ； 太 田 ，1989a ； 橘 本 ・ 藤

倉 ，1992b ）。南 奄 西海丘 において も1988 年 に ディー

プ ・ ト ウに より熱 水噴 出孔 生 物 群集 が 発 見さ れ て

以 来 （橘 本 ほか ，1990 ）， 潜水 調 査船 「 し ん か い

2000 」 に よ る潜航 調 査 が繰 り 返 され て い る。1991

年 に 南 奄西 海丘 の Ｃ 凹地に お い て実施 さ れた「 し

ん かい2000 」 第547 ・ 518 ・ 549 潜 航 調 査 に よ り 最

高 で摂 氏269 度 の 熱水 を 噴出 す るチ ムニ ー群 と シ

ンカイヒバリガイ類を優占種とする熱水噴出孔生

物群集が発見され，1992年には「しんかい2000」

第610・611・615・616潜航調査が実施された。

ここでは，これら潜航調査の結果得られた知見

について報告するとと もに1988年と1989年に実施

された「しんかい2000」第357 ・ 358 ・ 428潜航調

査結果を踏まえて南奄西海丘における熱水喰出孔

生物群集の分布パターンと若干の生物地理学的考

察を行う。

２　潜航調査地点と研究装備

潜航調査を行った南 奄西海丘 のＣ凹地の海底 地

形図を図 １に示す。この不規則な形を した凹地は，

196S 年のシーピー亠調査で発見された【９ 也であり，

高度差約100m の急膓で取り囲ま れてい る。 こ の

急崖 の中腹部には直径数十cl から数ｍの巨礫が石

垣 のように整然 と並んでい る場所 かあ り， 水深

図 】 南奄西海丘Ｃ凹地（矢印）の淘底地形図

Ｆｉｇ.Ｉ　Topographic map of  the Depression Ｃ on ｌｈｅ Minami-Ensei Knoll,

∂認
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710m から720m の平坦な最深郁は1,｛｝00皿×1,匐0

m 程度の広がりを有する。1989 年に実施された

厂しんかい2000』第428潜翦誨査により周辺海水温

度より8.8度高い摂氏15度の温水が湧出する場所

があり，海底ｉ 下約20clでは摂氏55度を超す温度

が記録された。そして，熱水湧出城周辺にはシン

カイヒパリガイ類が，熟水湧出域から離れた場所

にはシロウリガイ類やハオリムシ類が優占的に撲

息していた（橘本ほか，1990 ）。 今回 の潜航調査

は，凹地中央部を中心に実施した。潜航調査に際

し。「しんかい2000」には開発した吸引式深海生

物採集器（ スラープガン）を装備し，従来採集か

非常に困難であった多くのメガベントスの採集に

努めた（橋本ほか，1992a ）。

３　結果と考察

3.1　観 察

この凹地の中央部において，勢いよく熱水を

噴出す るチムニー群と シｙカイヒバリガイ顛

（召αε/りmodiolus  sp.) を優占種とする熱水噴出

孔癨物群集が発見された。 噴出する熱水や “ゆら

ｒ として認 められる熱水 は気泡 や液泡を伴 って

お り， 熱水は岩 の割れ目 や粗粒砂底などあら ゆる

所 から噴・湧出 してい た。 高 さ50al か ら2.5  m の

チ ムニーは，黒鉱タイプの硫酸塩 鉱物 や硬石 膏，

石膏などからなり（根建 ほか，1992 ）， こ れらチ

ムニ ーは高さ数ｍのマウ ンド上に 林立 して いた。

こ のホワイト スモーカーやブラック スモーカーか

らなるチ ム５ 一群は，Ｃ凹 地の中央部に南北 の方

向性を もって分布してい た（図 ２）。 涓 ノ井チ ム

ニ ーと称された高さ約r70cEo,直径約2（㎞ のチ ムニー

は，そ の表面ほとんどを シンカイヒパリガイ類で

覆われた巨岩の上に立ってお り，そ の表面からは

水深700m における海水 の沸点に近い摂氏269R の

熱水を勢いよく噴出していた（写 真 １）。 現場圧

力を保持した状態で採集した熱水は， 大気FF に戻

すと激 しく発泡し， そのpH は ５前後， 二 酸化炭

素洫度は630ppm を示 した。摂氏258 度の熱水中 の

亜鉛， マ冫／ガ ンおよび銅の濃度は一般 海水に比 べ

２から ３桁高い値を，鉄とアルミニ ウムは２桁高

図２　 Ｃ凹地南都の概観図

Fig.  2　Gene ｒal ｖieｗ 01 southern ｐａrt of tｈｅ Depression Ｃ.
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い 値 を 示 し ， 周 囲 海 水 中 の 二 酸 化 炭 素 湟 度 は

1,700ppm で あ･・ た （東 京 工 業 大 学 草 津 白 根 火 山

観 測所 野 上 健 治博 士 私 信）。 伊 是 名海 穴 で・ 察

さ れ たと同 様 な 透明 も しくは曇 っ た状 態 の二酸 化

炭素 濃 度 の高 い 気 泡 （Sakai et aL,  1990) が ，

灰 白 色に変 色 した粗 粒 砂底 や チ ムニ ー群に 沿 って

存 在 する シ ンカイ ヒパ リガ イ類 の群落 の間 か ら 噴

出 してい る の が多 く観 察 され た。多 分二敵 化 炭 素

のノヽ イ ド レイ トと推 定 さ れる シャ ーベッ ト状 の物

質 が ，梅底 か ら間欠 的 に 吹 き出 すの も観 察さ れた。

こ の熱 水活 動 は，活 動 的 なチ ムニ ー群 か ら離 れる

に 従 い鎮静 化 す る傾向 を示 し た。

Ｃ 凹 地 に お い て ， エ 冫 セ イ シ ロ ウ リ ガ イ

（aly μogena  sclidi&sima) は ， この【顯 皀を 取 り

囲 む 急崖 の裾 部 や緑 辺 部 の粗粒 砂 底 で棲 息 してい

た （Ok ｕtani et al. ，1992 ）。 そ の 周辺 では ， 熟

水 活動 によ る “ゆら ぎ” も熱水 噴 出 孔 も認 められ

な か っ たが ，灰 白色 租 粒 砂 底 面 下 匐ｓ では 十〇｡3

℃ の温度異 常 か計測 され ，梅底 下 から の温 水 の湧

出 が 椎官 さ れ た。エ ンセイ シ ロウ リガ イは 。 シ ロ

ウ りガ イ （aly μ Ｑｇａ ａ ｓり Ｑａ・） と同 様 ， 殼 の

Ｉ／ ２か ら ２／ ３を 柤 粒 砂中に 埋 め棲息 して い た

（写真 ２）。凹 地 周縁 か ら中 央 部 に近 づ く に つ れ ，

海底 に灰白 色 の変色 域 や 白色 の バ クテ リ ア マット

が 次 第に 目に つくよ うに なり ， そ の周辺 に は シ ン

カ イサ ン シ・ ウガ イ （７秘ｒ,ｙl・ｃ・μ・逗ａｊｌxtgEgi ）

や 未記 載 の エ ソイパ ラガ ニ属 の一 種 か多 く撲 息 し

てい る。 さ らに ，活 動 的 な熟 水 噴 出 域 か ら100m

～150m 程 度 の所 ま で近 づ く と， あ ら ゆ る場 所 か

ら二 酸化炭 素を 主成 分 とす る液 泡 もし く は気 泡を

伴 う摂氏20 前 後の温 水 の湧出 に よ る “ゆ ら ぎ･ が

観 察 され る よ うに な る。 そ の周 辺 の 巨 礫 ， 窈頭 ，

マ ウ ンドの 表面 はお び ただ しい 量 の梅綿 で覆 わ れ

白 色 を呈 して いる。 灰 白 色に 変 色 し た粗 粒 砂 底に

は， 数 十 個体 の ウ シノ シ タ科 魚 類(Symphurus

cf. or.£ＩＭα＆ ）か棲 息 し，海 綿 に 覆 わ れ た巨 礫 ，

露 頭 ， マ ウ ンドの周 辺 に は多 く の ム ラサ キ ヌタ ウ

ナ ギ（励X αεΓIXｓ Ｑ瓸ｇ ｓｅｓ ｕ ） やメ ク ラ ウ ナ ギ

（Ｍ冫ｘiｓ ｇzrxttａａｊ），ク マノ カ ジカ（ａ:ychr･・＆X・

inermis). ジ ゴ ク モエ ピ （£ａ ゐｇｓ wasasking･

ＩＱａｌａ･ｔ･･･）， 未 記 載 の ヤ ツ ア シ ェ ビ 類 （ 癶ｙｓ･

ｃｒｓ昭ｏｎｓp.） が棲息 し て い た。 バ ク テリ ア マ ッ

ト 周辺 から は ４ 種 類 の 腹 足 類 （IV91 ｓ ａ, Sp,.

jＸ

j￥ｏｕａａ,xａ ｓp･｡ Lepetodrilus ≪p., unidentified

limpet ） も 採 集 され た。

活動 的な 熱 水噴 出 城 にお け る優 占種 は ， シ ンカ

イ1＝パ リガ イ類 であ り ，勢 い よ く熱水 を 噴出 す る

チムニ ー周 辺 の マ ウ ンドは 未成 熟個 体 と成熟 個 体

からな る シンカ イ ヒパ リガ イ類 によ り 完 全に 覆 わ

れてい た。 シ ンカ イ ヒパ リガ イ類 の外 套 腔内 か ら

はウ ロ コ ムシ類 （Ｓｒχxxlc&-jﾝoXynoepeEEj& ｏxｌｇ ｅ），

エｙ セ イ ヤド リゴカ イO^ytilidip ゐila enseisnsis)

や オ キ ナ ワヤ ド リ ゴカ イ（Ｍ. ０１£lljl・aensis) が

採 集 さ れ た(Miura and Ｈａshimot ０， 1993 ）。 噴

出 す る熱 水 の彫響 を 直接受 け る場所 に 棲 息 す る シ

ンカ イ ヒパ リガ イ類 の殼 の 表 面 はBeggiat 。α属 に

周 す る と思 われ る揄 譱 状 パ ク テ117 に 價 わ れ てお

り， そ こに は薄縁 色 の£￥ｅＸＱｄＪ-i&zｓ屑 カ サ ガ イ 類

か棲息 し てい た。 こ の繊維 状 バク テ リアの 間 に は

多 く のハ ルパ クチス目コペポー ダ（Ect ｉｎｏsｏｍｉｄａｅ

gen.  sp.,  Cerviniidae gen. SP-, 石fyphalion sp. ）

の 未成 熟 個 体，成 熟 個体 が混 在t 牋ｌで棲 息 し てい

た （創 価 大学 ・ 戸田 龍 擶 博十j7､信 ）。 ま た ， シ ン

カ イヒ パ リガ イ群 落 の問 の 噴出 す る熱 水 の影 響 を

直接受 け る場所 に は オ ノヽ ラエ ピ跼 （j11必 ｌｏｅ&4ｚoiｓ）

に属 す る と思わ れ る 長尾 類 の群 が り や ユノ･ ヽナガ

ニ頬 （Ｂylhogfaejdae gen. ｓp.） が ， 活 動 的 な チ

ム ニ ー の 表 面 の 凹 み に は 多 毛 類 の マ リ ア ナ イ

トエ ラ ゴカ イ（ＦαΓaluinera  hessleri  ) が 棲 息 し

てい る こ と もあ っ た。 ヱ ン セ イ ェ ソ イ パ ラ ガ ニ

(.Par・Xomi ｓｊａｍｓXed ）， 伊 是 名海 穴 や伊平 屋 海 嶺

海域 の熱 水 噴出 孔 周 辺か ら も報告 さ れてい る コ シ

オリェ ピ類(.Munidopsisty  pe) も （太 田 ，1990 ）

熱 水 噴 出孔 周辺 に 棲 息 し てい る。 ゲ ング科 魚類 も

棲息 して いる が ， シｙ カ イ ヒバ リガ イ類 の間 に入

り込 ん でいる ため か，あ まり多 くは 観 察 さ れ てい

ない 。

3.2 生 物 の分 布パ タ ーン

本 調 査 海域 にお いて は 。少 な く と も47 種 類 の深

海性 メ ガベ ント スが採集 さ れ， そ の ほか に ６種 類

が観 察 され た。 こ の凹地 に 棲 息 す る生 物 は表 Ｈ こ

示す とお り多様 であ る が ，熱 水噴 出 現 象 の 活 動度

によ り 棲 息場所 を 襖 み分 け てい る 葭向 を 示 してい

る。 デ ィープ ・ トウと 「 し んか い2000 」 の 観 察記

録に よ ると これ ら 深海性 メ ガ ベ ン トスの棲 息 場所

は， 大 ま かに【I 】高 温の熱 水 を 直接 もしく は 間 接的

Proc.  JAMSTEC Symp. Deep Sea Ras. （1993 ）



表１　南奄西海丘で採集された熱水噴出孔生物の

リスト

Table l　List of ｖｅｎt organisms from the

Minami･Ensei Knoll.

Proc. JAMSTEC Symp. Ｄ・8p $63 Res. （1993）

に受ける岩石底と咄 周辺環境水温よりも５℃から

10℃高い温度の温水が湧出している粗粒砂底 の２

つに区分することがで きる。Ｃ凹 地を取り囲む急

崖から続く粗粒砂底は， その中心部にある活動的

な岩石底を取り囲むように分布している。

活動的な岩石底における優占種 は，鰓に共牛細

菌を持つ シンカイヒパ リガイ類である。熱水噴出

孔生態系 の基礎生産者である繊維状バクテリアや

第１次消費者 と考えられるカサガイ類 が， シンカ

イヒパリガイ類の殼の表面に付着し， シンカイヒ

パ リ｡ガ イ 類 の 外 套 腔 内 に は 寄 生 性 の 多 毛

類(Branchipolynoe μttiboneae,  Mytilidipkila

enseiensis, M.  okinawaensis) が高い割合で棲息

して いる。高温 の熱水の影響を直接受 ける熱水噴

出孔周辺には， エラゴカイ類（ｊ４ａａ ｇ αｃｕ ＆ ほ，

ん ｐＱ呵司９４）と同 様こ の生 態 系に おけ る第

１次 消 費者 と 思 わ れ るマ リア ナイ ト エ ラゴ

カイ(Paraivinella  kessleri) や オハ ラエ ピ類

G4 ル■inocar,£ｓ sp.）ｶ1棲息 して いる。 また， ユノ

ハナガニ類，エ ンセイェソイバラガエ， 未記載の

シ ンカイコシオリェビ類など の捕食者 もこの岩石

底に棲息している。活動的な熱水噴出孔の周辺に

はゲ ング科魚類が棲息しているか，この魚類は小

型のジゴクモエ ピを捕食して いる。胃内容物を調

べたゲング科魚類は４個体と少ないが， この魚類

は高温 の熱水の彫響を直接受 けるチムニ ーの凹み

などに棲息するオハラエピ類 を捕食 して いない。

ゲ ング科魚類は， オハラエピ類 の棲息場所に近づ

けないのかもしれない。海綿類，ヤツアシェビ類，

ムラサキヌタウナギやメクラウナギはチムニー群

から100m から150m 離れた岩石底緑辺部 に棲 息し

ている。 クマノカ ジカもこの岩石底緑辺鄙に棲息

し，小型 ジゴクモエピ類や端脚 類および繊維状バ

クテリアマットに棲息するハルパクチス目コペポー

ダを飽食している。

熟水噴出孔生篏系において最 も攻撃的な捕食者

の一種であ るジゴクモエビは，岩石底と粗粒砂底

の両方で観察される。 シンカイ サンシｌ ウガイや

カサガイ類 も同様に両棲恩場所 に棲 息して いる。

これら腹足類は，應舌型歯舌により岩やハ オリム

シ類の棲管やシンカイヒバリガイ類の殼の表面に

付番する化学 合成細菌 もしくは生物起源の粘液な

どを餌とするグレイ ザーであろう。 また，紐舌型
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歯 舌 を 有 す る肉 食性 と思 わ れ る ／ヽ イ カ プ リニ ナ類

（？ｘりｕａyx･ｌ sp. ） も岩 石 底 と粗 粒砂 底 の 両 方 に 棲

息 し て いる 。

熱 水 噴出１.４ 物 群 集 を構 成 す る典型 的な 生物 の

１つ で あり 。 鰓 に 細 菌 を共 生 させ てい る エ ンセ イ

シ ロ ウ リガ イ ， ／ヽ オ リ ム シ類 ，埋 没 型 シ ンカ イ ヒ

パ リガ イ類 （写 真 ３）， エソ ポ ラ類 ， 未 記 載 のエ

ソ イ パ ラガ ニ類 お よ び ウ シ ノ シタ類 は，温 水 が湧

出す る 粗粒 砂 域 周 辺 に多 く棲 息 し て いる 。 この ウ

シノ シタ類 は ，小 笠 原 梅 域 の海形 滴 山 の場 合 と同

様 ，多 毛類 を 主な 餌 料 と し てい る と思 わ れ る。 さ

ら に ， 粗粒 砂 底 に は イ ソ メ 類 （＆ Ｊｌｊｅｌ ｓpp. ） や

ミ サ キゴ カ クヒ ト デ{Cera,xtt ｇe ｅｒ 77tiｓaiia ｓis）

も 混 在 し て い る 。 この分 布 パ タ ー ンは。 ガ ラパ ゴ

ス （C4 ）ｒliss and Ballard, 1977 ） や 東 太 平 洋 海 膨

（ＲＩＳＥ Project Group, 1980 ） の 分 布 パ タ ー ン と

は 異 な る 。

粗 粒 砂 底 に エ ンセイ シ ロウ リガ イや ハ オ リ ム シ

類 が棲 息 し ，岩 石 底 埴 縁 辺 鄙に もシ ンカ イヒ バ リ

ガ イ類が 棲 息 して い る と い う こ と は， そ れらに 内

都 共 生 し て い る細 菌 が 化 学 合成 を 行 うに 足 る濃 度

の硫 化水 素 など 化 学 物 質 が 湧出 す る温 水 な ど か ら

供 給 さ れ て い る は ずで あ る。 し か し， 粗 粒 砂底 域

お よ び岩 石 症娃 に は非 熱 水 噴出 孔 生物 群 集 生物 も

多 く混在 してい る 。粗 柆 砂 底 に は リ ップ ル マ ー ク

の 存 在 か ら 強い 流 れが 推 定 さ れ てお り ，一 般 的 な

深 淘 生物 に と っ て 強い 毒 性 を 示 す 硫化 水 素濃 度 は

岩 石 底 域 中 心部 よ り繭 く ， そ の碗 化水 素 など も こ

の流 れ に よ っ て 拡 散 し て しま う も の と 思 わ れ る 。

そ れ故 ， 粗 粒 砂 底域 もし くは 岩 石 窿 縁辺 鄙に 豊 富

な 餌を 採 る ため に ，熱 水 噴出 域 外 に 棲 息 す る深 海

性 生勧 が集 ま っ てい る よ う であ る。

3.3 生 物 地 理学 的 知 見

爾奄 西 海丘 に お け る 熱 水噴 出 孔生 物 群 集を 構 成

す る生 物 は， 科 レ ベ ル もし く は属 レ ベ ルの分 類 群

で比較 す る と， 今 迄 わ が 国周 辺 から 報 告 さ れ て い

る沖 縄 ト ラ フに 位・ す る 水 深1, 匍Om の 伊 是 名

海 穴 や伊 平屋 洵 嶺 の 熟 水 噴出 孔 生 物 群 集 （ 太 田 ，

1990a ； 金 ・太田 ，1991 ） や 水 深1,150m の 相 模 湾

初 島 沖 の冷水 湧出 帯生物 群集 （Ｈａｓbimot ｏ ｇＸ ａｌ.，

1986b ； 太 田 ，1990b ） と ハ オ リ ム シ 類， シ ロ ウ

リガ イ類 ， シ ンカ イ ヒパ リガ イ類， オ ハ ラエ ビ 類

およ び ジ ゴ ク モエ ピ類 が棲息 す る とい っ た点 で よ

え2

く似ている。 しか し， 南奄西海丘 と伊是 名海穴 お

よび伊平屋海 嶺の生物群桑 の優占種 が シンカイ ヒ

パ リガイ類で あるのに対 し， 相模 湾初島 沖の優 占

種 はシロ ウリガイである という違 いはある。また，

南 奄西海丘には， マリア ナ背弧海盆（Hessle ｒａｎｄ

Ｌｏrlsdale，1991 ），北 フィ ジー海盆 お よび ラウ海

盆（Desb ｒｕyoes ｅt a1.， 印 刷 中 ）な ど の熱水 噴

出 孔 生 物 群 集 の 優 占 種 で あ るj4j・Tiiconcha

hessleriやIfremer £ａ nautilei と い っ た腹 足 類 は

棲息してお らず， マ リア ナ背 弧海 盆。 北 フ ィジ

ー海盆およ びラウ海盆で はシロ ウリガイ類は確認

されていない。 原 始的 な フ ジッ ボの １つ であ る

Ｍｘ･1叩ａｓ属に萇 す る ミ・ ウ ガガイ類 は伊 平屋 海

嶺 と相模 湾初 島沖 に棲息 して お り，yＶｅｏ・ｅ７ｕ・ａ

躙 に属する ／ヽナカ ゴ類は小笠原 の水 深480m の 海

形 海山（橋 本ほか，19613 ）や伊是 名海穴 の温水 湧

出 孔周辺において優占的 に分布 してい るが，南 奄

西海丘では確認 されていない。分 類学的 検討 は未

だ終了 していない が，南 奄西海丘 には， 未記載 と

思われるシンカ イヒバリガイ属（ＳａｇＡ３,。。diolｓ ）

に属す る３タイプ （Ｔype-1 ，Ｔype-2, Ｔype-3 ） の

二枚貝類が採集 されてい る。T7pl･1 は， 細長 く，

薄茶色 の薄い殼を有す るもので， 我か国 周辺 の熟

水噴出孔・冷水 湧出帯生物群集で採集 されて いな

い. Ｔype-2 は。 崗 奄西 海丘 Ｃ凹 地に おけ る暗 褐

色の殼を もつ優占種であ り，同 種と推 定され る個

体は 相模湾 初 鳥沖に おいて も採 集 さ れて い る。

Ｔype-3 は，暗紫色 の延長 した厚い殼を有 する埋 没

型の シンカイ ヒパリガイ類で， 小笠睚 の海形掬 山

のもの とよく似ている。 エ ンセイヱソイパ ラガニ

（Ｆａ・aj。。,ｓμz,71・geci）を 含む少 な くと も３種 類

のエ ソイバラガニ属（R2 ｒａｌｏ,nis）異尾類 が南 奄

西海丘で採築 されてい るが，こ の属 の異尾類はわ

が国周辺の他 の熱水噴出孔・冷水湧出帯生物 群集

では一般的な生物の １つ であ り，相皎湾初島 沖で

は ヱソイ パラガ ユ（Ｆ,xjりalomis multisp £,7a） が

（Ｈａshimot ｏ et ａｌ.，1989 ）， 伊 平歴 海嶺 で は ゴ

カクェソイパ ラガニ の近縁種 が観察， 採集 されて

いる（金・太田，1991 ）。 また， 爾 奄西 海丘 と同

様， 多 くの ウシノ シ タ科魚 類(Symph 。xｉs cf.

ｏｒiaXali ｓ）は， 小 笠原 の海 形海山 （橋本 ほか｡

1988b) お よび南硫黄島南 南東 似位 置す る日 光海

山（橋 本・藤倉，1992b ）にお いて も梭ｇ してい
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る。こ のウ シノ シタ科 魚類 も熟水噴 出孔生 物群

集を構成 する生物の一種 と考え る べきで あろ う。

一 股 に イ ソ メ科 多毛 類 の 瓦jｓ αytx ａｓ㎡ai やＸ

northioidea は一般的 な岩石底 において 海綿 類 と

ともに採集され ることが多 いが，南奄西海丘Ｃ凹

地 の岩 石 底 域 で 採 集 さ れ たイ ソメ科多 毛 類 の

Eunice
 spp.は
熱水 活鸛域 特有 の生物 と考え られ

ている（三浦. 1992) 。喇奄西海丘 で採 集さ れた

マ リア ナイトエ ラゴカイ （Ｆａ４z・inera  hessleri)

とウロ ＝1ム シ類 （＆12g 崘ｘ）６ａｏｅμfX16ｓａｌｅ）

は， 伊平 屋海嶺 と海形海山 からも探集されている

(Miura ａｎｄ Hashimoto, 1991 ）。 さらに。 同種

の ウｉ］コ厶シ類は，マリアナ背弧海盆や北フィジー

海 盆から も報告 されている（Ｄｅsbrｌｙe･－ ４ ａＸ.｡

印刷 中）。こ れら熱水生態系 の生物 は， 非常 に発

達 した拡散 能力を有して いるはずである。確かに，

ガ ラパゴ スや東太平洋海膨 の13 °N. 21 °Ｎの熟水

噴出 孔周辺 から採集されているガ ラパゴ スシンカ

イ ヒパ リガイ （８αg勾ｍｏｄｉｏｌｕ thermopkiius),

ガ ラパ ゴ ス ユ ノノ･ナガ ユ （∂ｙμhograea  therヽ･

ｍｙdｒ㎝ ），ガ ラパ ゴス オハ ラエ ピ(Alvi/iocatis

＆xｓαz）な ど数種 の生物は， 高 い拡 散能力 と して

発漣 した浮遊栄養型 の幼生 段階を鰹 るが，ほ とん

ど の生物は， 拡散 する能力 が比較的 低い非浮遊栄

養型 の幼生 辰猪 を経るとされている（Ｌｕtz，1988）。

わが国 周辺 の熱水活動地域で 採集された生物 の初

期発生に関 する有用 なデ ータはほ とん ど無 いが。

これらの生物 も東太平洋の生物と同様 な拡散 に適

し た能力を 有するに違いない。しかし，餉述 のウ

ロ コ ム シ 類 の 一 種 で あ る ＆ｓ ｃＡＥｐｏ￥ｉｏｅ

ｐＳＥ１６Ｑｎｓａｅやマリフナイ トエ ラゴカイな どのよ

うに 西太平洋 に広く分布しているものもある。 西

太平洋 には， 南西太平洋海盆を起源 とする深層水

が東 マリア ナ海盆を通り，北 もしくは北西に涜 れ

四国海 盆に到達し， そこか ら崗もしくは南西方向

に進 みフィ リピン海盆に洫 れ込むとい った深層水

循瑣 が 知 ら れ て い る が （ Ｍａｎtyｌａ and Heid,

1983), こ れら生物 はこ の深 泗水 循環 を利用 し，

フ ィリピ ン梅プレ ート東端に多 く分布 してい ると

考え ら れ る熱 水活 助 域 を い わ ゆ る　･stepping

ｓt・ｎｅ･ として利用 し拡散 して いる石I能性 も考 え

られ る。さらに，研究 が進めぱ，商い拡散能力 を

有す る熟水活動域や冷水湧出城 に棲息する生物 が

Ｐｒｏｃ. JAMSTEC Symp. De ，pS，ａ Ｒｏｓ.（lg93）

確認されるであろう。いずれにせよ，南奄西海丘

の生物群集と西太平洋におけるこれら生物群集と

の間には，1,000kXlを超すギャップと琉球海溝 や

疏球鳥弧が存在するのにもかかわらず，そこに棲

息する生物相互の移入の可能性がありそうである。

４　 お わ りに

今 ま でに 得 られ た デ ータは 必 ず し も十 分 で はな

い が， 南奄 西 海 丘に お け る熱 水 噴 出孔 生 物 群集 の

栄 養 段 階 は ガ ラパ ゴ ス （Ｃ・rliss ａｎｄ Ballard,

1977 ）， 東 太 平 洋 梅 膨 （ＲＩＳＥ Project Group,

1980 ）， フ ァ ンデ フ ー カ 海 嶺 （Ｔｕnicliffe eEgj. ，

1985 ）， マ リ アナ背弧 海 盆（ＨｓsleｒａｎｄＬＱｎｓda19 ，

1991 ）， 北 フ ィ ジ ー 海 盆 お よ ぴ ラ ウ 海 盆

（Desbr ｕyerｅs et al.， 印 刷 中 ）な ど の熱 水 噴 出 孔

生物 孤 忠 と基 本 的に同 様 であ る 。 この生 態 系 にお

け るよ り詳細 な 食 物網 の情 報を 得 るた めに ，岩石

症爐 や粗 粒砂 邸 歸 など に 棲 息す る生 勧 の硫 黄 同位

体比 の研 究 が望 ま れ る。

1992 年 に は 「 しんか い2000 」 や「 しんかい6500 」

に よ り フィ リ ピ ン海プ レ ート の東 端 の火山 フロ ン

トに 位 置 する水 曜 海山 ，木 曜海山 お よ び日 光 海山

にお い て ，新 たに熱 水噴 出 孔 生物 群 集 が 発 見 さ れ

た （楯 本 ・蘿 倉,  1992b) 。 ま た， 駿 河 湾 （ 藤 倉

ほか ，1992 ） や 日本 海溝 の陸 側斜 面（蔽 岡・村山 ，

1992 ） に お い て シロウ リガ イ類 を優 占種 と す る冷

水 湧出 耆 生 物 群集 が発見 さ れ た。図 ３に 今 ま でに

わが国 周 辺 で発 見 され た熱 水 噴出 孔 ・冷水 湧出 帯

生 物群 集 の分布 図 を 示す 。 これ ら新 しい生 物 群集

に 関 す る研 究は 現 在 継続 中 であ る が。 研究 が遵 届

す れば ， 西 太平 洋 に おけ る， より 高 解 像度 の生 物

地 理学 的 考 察が 可 能 とな ろ う。今 後 ， こ れ ら生 物

の遺伝 学 的 研究 の進 展が 望 ま れ る。
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図３　 わが国周辺における熱水噴出 孔・冷水湧出帯生物群築。●：冷水湧出爺生物群集，

０ ：熱水瞬出孔生物群築， ふ　 ：プレ ート塊界

Fig.3　Hyd ｒi)theｒｍａｌ ｖｅｎt ａｎｄ cold ｓｅｅｐ ｃｏｍｍｕnitjeｓ around Japan. ●:vent communities,

０:seep ｃｇｍｍｕnitieｓ， ふ　: ｐｌａtｌ boundaries.
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写 其 １　 摂 氏269 度 の 透 明 な 熱 水 を 勢

い よ く 噴 由 す る チ ム ニ ー 。

Z8 °23.37'N.  12T °38.38'E,

?OSm

Phot ｏ ｌ An ａｃti●e hydro  thermal

vent ｇｕｓｈｉｎｇ Ｑｕt clea ｒ

superheated water with

temperature 269 ℃｡

28 °23.37'  N.  127 °38.38'E,

705m.

写真２　 エ ンセイ シロウ リガ イの棲

息状態。28?"23.47'N,  12758.

36‘E,  665m

Pholo 2 A small ｂｅｄ of Ｃａ政一

μ Ｑｇ¢rtａ ｓ011dissim α｡

28 °23.47'Ｎ ，12? ■゚38.36'E.

685m.

写 真 ３　 埋没型 シ ンカイヒ パ リガ イ

類

Pholo 3 A burrowing ｓｐｅｃｉｅｓ ol

deep-sea mussel.

Proc,  JAMSTEC Ｓymp. Deep Ｓａａ Res. （1993 ）
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